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わが街 わが地区わが街 わが地区
国
保
料
引
き
下
げ
を
実
現

子
ど
も
医
療
小
卒
に
拡
充

連
帯
深
め
署
名
協
力
拡
大

粘
膜
・
神
経
疾
患
の
診
断
法

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
、泉
州
地
区
準
備
会

北
大
阪
地
区

三
島
地
区

大
阪
市
東
部
地
区

　

北
大
阪
地
区
は
総
会
を
３

月
29
日
、
千
里
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開

き
、
地
区
活
動
の
ま
と
め
と

方
針
、
決
算
・
予
算
を
承
認

し
た
。

　

平
川
光
彦
地
区
責
任
者

は
、
昨
年
度
の
地
区
活
動
の

特
徴
と
し
て
「
吹
田
市
と
豊

中
市
で
『
国
保
料
引
き
下
げ

の
署
名
』
に
取
り
組
み
、
豊

中
市
で
は
引
き
下
げ
に
結
び

つ
い
た
」
こ
と
を
報
告
。

　

次
年
度
は
、「
地
区
会
員

　

三
島
地
区
は
総
会
を
３
月

８
日
、
茨
木
市
内
で
開
き
、

「
地
区
活
動
の
更
な
る
発
展

・
強
化
を
目
指
す
」
こ
と
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
14
年
度
活

動
方
針
を
決
め
た
。
13
年
度

活
動
報
告
や
収
支
報
告
・
予

算
を
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　

活
動
報
告
で
は
、
会
員
の

要
望
に
合
わ
せ
て
接
着
レ
ジ

ン
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
テ
ー

マ
に
講
習
会
を
開
い
た
こ
と

を
報
告
。「
保
険
で
良
い
歯

科
」
署
名
で
は
、
地
区
内
で

　

大
阪
市
東
部
地
区
は
３
月

29
日
に
Ａ
Ｐ
大
阪
駅
前
（
同

市
北
区
）
で
総
会
を
開
き
、

13
年
の
活
動
総
括
・
決
算
、

14
年
予
算
・
役
員
体
制
を
確

認
し
た
。

　

13
年
は
、
地
域
社
保
協
に

積
極
的
に
か
か
わ
り
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
広
範
な
人
か
ら

の
署
名
協
力
が
あ
っ
た
。
他

団
体
や
市
民
と
の
連
帯
を
深

め
る
な
か
で
、
署
名
を
通
じ

て
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
運

動
を
推
進
で
き
た
こ
と
を
報

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
臨

床
講
習
会
を
開
催
す
る
。
歯

科
健
診
や
歯
の
健
康
教
室
も

旺
盛
に
取
り
組
み
た
い
」
と

話
し
た
。

　

総
会
後
は
、
歯
科
新
点
数

説
明
会
を
開
き
、
講
師
を
吉

田
裕
志
副
理
事
長
と
近
藤
正

理
事
が
つ
と
め
、
98
人
が
参

加
し
た
。「
厚
生
局
は
詳
細

な
説
明
が
な
か
っ
た
の
で
、

わ
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
好

評
だ
っ
た
。

過
去
最
多
の
１
４
０
０
筆
超

を
集
約
し
た
。
自
治
体
要
請

を
重
ね
た
結
果
、
茨
木
市
で

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
が

小
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
し
た

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

方
針
で
は
、
①
協
会
運
動

の
推
進
②
臨
床
講
習
会
の
充

実
③
歯
科
健
診
の
開
催
―
―

に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
。

総
会
後
は
「
非
歯
原
性
歯
痛

の
診
断
と
対
処
」
を
テ
ー
マ

に
石
垣
尚
一
氏
（
大
阪
大
学

歯
学
部
講
師
）が
講
演
し
た
。

告
し
た
。
ま
た
、
会
員
に
喜

ば
れ
る
講
習
会
企
画
と
し

て
、
地
区
会
員
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
講
習

会
企
画
を
他
地
区
と
連
携
し

多
彩
に
開
催
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
医
科
と

の
連
携
を
強
め
、
身
近
な
臨

床
講
習
会
の
開
催
を
希
望
す

る
な
ど
、
地
区
活
動
へ
の
要

望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

総
会
後
に
は
、
大
阪
市
北

部
地
区
と
合
同
で
新
点
数
説

明
会
を
開
い
た
。

　

協
会
が
３
月
13
日
に
取
り

組
ん
だ
国
会
行
動
の
要
請
議

員
は
次
の
通
り
。

【
秘
書
対
応
】

衆
院
〈
自
民
〉
と
か
し
き
な

お
み
、
北
川
知
克
、
中
山
泰

秀
、
大
塚
高
司
、
左
藤
章
、

原
田
憲
治
、
竹
本
直
一
、

〈
民
主
〉
辻
元
清
美
、〈
維

新
〉
井
上
英
孝
、浦
野
靖
人
、

松
浪
健
太
、
遠
藤
敬
、
馬
場

伸
幸
、
林
原
由
佳
、
足
立
康

史
、
上
西
小
百
合
、
木
下
智

　

硬
組
織
疾
患
の
治
療
経
験

は
豊
富
だ
が
、
軟
組
織
疾
患

の
診
断
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
先
生
も
多
い
の
で
は
な

い
か
―
―
。
堺
・
高
石
・
和

泉
地
区
と
泉
州
地
区
準
備
会

は
２
月
13
日
に
大
前
政
利
氏

（
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

を
講
師
に
「
粘
膜
疾
患
と
疼

痛
・
神
経
疾
患
の
鑑
別
と
対

応
」
を
岸
和
田
市
内
で
開
い

た
。
様
ざ
ま
な
症
例
を
基
に

診
断
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学

習
し
た
。22
人
が
参
加
し
た
。

　

大
前
氏
は
、
疼
痛
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
・
種
類
に
つ
い
て
、

症
例
を
交
え
て
説
明
。「
最

も
重
要
な
こ
と
は
、
目
に
見

え
な
い
痛
み
を
理
解
し
て
あ

げ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ

た
。
痛
み
に
は
不
顕
性
の
炎

症
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
器
械
的
に
刺
激
す
る
も

の
は
な
い
か
を
精
査
を
行
う

べ
き
と
指
摘
。
十
分
に
患
者

に
説
明
す
る
重
要
性
を
訴
え

た
。

　

軟
組
織
疾
患
に
つ
い
て

は
、
扁
平
苔
蘚
、
白
板
症
、

カ
ン
ジ
ダ
性
口
内
炎
な
ど
の

鑑
別
法
を
紹
介
。
発
疹
、
隆

起
性
病
変
に
つ
い
て
症
例
ス

ラ
イ
ド
を
基
に
解
説
が
あ

り
、
最
後
に
最
近
の
ガ
ン
治

療
に
化
学
療
法
や
放
射
線
が

導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言

及
し
た
。

 

（
高
石
市
・
兵
頭
正
道
）

彦
、
谷
畑
孝
、
三
宅
博
、
村

上
政
俊
、
西
野
弘
一
、
丸
山

穂
高
、伊
東
信
久
、〈
公
明
〉

北
側
一
雄
、
佐
藤
茂
樹
、
伊

佐
進
一
、
國
重
徹
、
浮
島
智

子
、樋
口
尚
也
、〈
共
産
〉
宮

本
岳
志
、〈
生
活
〉
村
上
史

好
、〈
無
所
属
〉
西
村
眞
悟

参
院
〈
自
民
〉
太
田
房
江
、

北
川
イ
ッ
セ
イ
、柳
本
卓
司
、

〈
民
主
〉尾
立
源
幸
、〈
維
新
〉

東
徹
、〈
公
明
〉
石
川
博
崇
、

杉
久
武
、
山
本
香
苗
、〈
共

産
〉山
下
芳
生
、辰
巳
孝
太
郎

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

大
阪
市
北
部
地
区
は
総
会

を
３
月
29
日
、
Ａ
Ｐ
大
阪
駅

前
（
同
市
北
区
）
で
開
き
、

　

南
河
内
地
区
は
総
会
を
３

月
16
日
、
保
険
医
会
館
で
開

き
、
地
区
活
動
の
ま
と
め
と

組
み
、
フ
ァ
ク
ス
ニ
ュ
ー
ス

を
13
回
発
行
、
そ
れ
ら
を
企

画
・
進
め
る
に
あ
た
り
役
員

な
地
区
を
目
指
し
て
講
習
会

や
交
流
企
画
に
取
り
組
む
②

社
会
保
障
の
拡
充
な
ど
を
求

５
回
、
文
化
活
動
１
回
、
大

阪
市
と
の
協
議
１
回
を
取
り

と
を
報
告
し
た
。

　

方
針
で
、
①
会
員
に
身
近

究
部
員
が
務
め
た
。

が
講
演
、
42
人
が
参
加
し

た
。

13
年
度
の
活
動
の

ま
と
め
と
決
算
、

14
年
度
の
予
算
を

確
認
し
た
。

　

活
動
の
ま
と
め

で
は
、「
歯
周
治

療
３
回
シ
リ
ー
ズ

講
座
」
や
「
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
治
療
の

注
意
点
」
な
ど
の

講
習
・
新
点
数
説

明
会
（
他
地
区
と

の
共
催
含
む
）
を

方
針
、
決
算
・
予

算
を
承
認
し
た
。

藤
井
佐
都
樹
地
区

責
任
者
は
、
13
年

度
の
活
動
と
し
て

大
阪
市
内
２
地
区

と
合
同
で
「
歯
周

治
療
３
回
シ
リ
ー

ズ
講
習
会
」
を
開

催
、「
保
険
で
良

い
歯
科
」
署
名
で

は
過
去
最
高
の
協

力
率
が
あ
っ
た
こ

会
を
６
回
開
い
た

こ
と
を
確
認
し

た
。

　

総
会
後
、
診
療

報
酬
改
定
・
新
点

数
説
明
会
を
大
阪

市
東
部
地
区
と
開

催
、
歯
科
医
師
ら

１
０
８
人
が
参
加

し
た
。
講
師
は
、

辻
本
勝
副
理
事
長

と
安
積
中
理
事
、

玉
川
明
弘
社
保
研

め
る
運
動
を
展
開

③
会
員
の
利
益
に

な
る
よ
う
役
員
会

で
検
討
し
予
算
執

行
に
努
め
る
―
―

を
確
認
し
た
。

　

総
会
後
は
「
最

新
の
コ
ン
ポ
ジ
ッ

ト
レ
ジ
ン
修
復
の

基
礎
と
臨
床
」
を

テ
ー
マ
に
、
吉
山

昌
宏
氏
（
岡
山
大

学
大
学
院
教
授
）

毎月ニュースを発行

過去最高の署名協力率

大前氏「痛みへの理解を」

大阪市北部地区

南河内地区

３・
13
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

神経疾患の診断法
を解説する大前政
利氏＝２月13日、
岸和田市内　　　

上から、三島地区総会・記念講
演、南河内地区総会・記念講演、
北大阪地区総会、大阪市北部地区
・同東部地区総会・新点数説明会

　協会の各地区は３月８日から４月12日にかけて
総会を開いた。2013年度活動報告や活動方針、決
算・予算などの議案をそれぞれ承認した。総会後
には、記念講演や新点数説明会を開いた。３月８
～22日に開いた５地区の総会を紹介する。


